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ヱゾヤハズの生活史についての顕微測光法的研究
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Cells of tetrasporophytes and those of germlings of tetraspores and liberated tetraspore 
mother cells of Dictyopteris divaricata were stained by the Feulgen technique， and the 

relative amounts of DNA per nucJeus were measured by microspectrophotometry. The average 
relative amount of DNA in nuclei of tetrasporophytes was twice as large as that of germlings 
of tetraspores. The average relative amount of DNA in nuclei of germlings of liberated 

tetraspore mother cells was simiJar to that of tetraspores. From these results， we have come 
to the conclusion that tetrasporophytes are diploid and both germlings of tetraspores and 
liberated tetraspore mother cells are haploid. 
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褐藻エゾヤハズ (Dictyopterisdivaricata)では，

四分胞子体の葉上に四分胞子母細胞が形成され，それ

が正常な減数分裂を行って四分胞子が作られることが

知られている (簸 1958，熊谷・猪野 1966)。放出さ

れた四分胞子を培養すると， 発芽して仮根や直立苗

(erect shoot) を形成することが観察されているが

(INOH 1936，西林・猪野 1959)，これが配偶体に発達

していくのかどうかは篠認されていなし、。また，エゾ

ヤハズの四分胞子母細胞が四分胞子とならないで，母

細胞のままで放出されて発芽することが観察されてい

る(大森・橋田 1984)。しかし，放出四分胞子母細胞

の発芽体の核相は知られていない。さらに，天然にお

いては配偶体が見られるのは極めて稀であることから

も，本種の生活史には不明な点が残っている。同じア

ミジグサ科の Taoniaでも配偶体があまり見られず，

放出四分胞子母細胞が四分胞子にくらべて発芽力があ

り，活力のある生育を示すことから，ROBINSON(1932) 

は放出四分胞子母細胞の発芽体は diploidであって，

これによって無性的に繁殖を続けているのかもしれな

いと述べている。今回，エゾヤハズの四分胞子体と，

四分胞子および放出回分胞子母細胞の発芽体の核の相

対 DNA量をフオイルゲン顕微測光法を用いて測定す

ることにより，その核相を明らかにすることができた

のでその結果を報告する。

材料と方法

1980年5月27日と1983年6月11日に岡山県玉野市渋

川で、採集したエゾヤハズの四分胞子体を材料に用いた。

採集後一晩暗所に放置し，翌日成熟間近の四分胞子体

を酢酸アルコール(氷酢酸 1:100%ェタノール3)

で30分間固定した。アルコールで脱水した後パラフィ

ンに包埋し 8μmの厚さのミクロトーム切片とした。

一方，別の個体を溜過海水に浸して胞子を放出させた。

放出した胞子をピベットで集め，容器の底に敷いたス

ライドグラス上に滴下してこれを鴻過海水で培養した。

10日間の培養の後，スライドグラスをとり出し，酢酸

アルコールで30分間固定した。次に両者を下のような

方法で同時に染色を行った。まず 600Cの 1NHCl 

に5分間浸して加水分解を行った。純水で軽く洗って

から室温・暗室でSCHIFFの試薬に 120分間浸した。

0.05M亜硫酸水素ナトリウムに2分ずつ3回計6分

間浸した後，流水で10分間洗い，発色させた。その後

アルコールで脱水し，ビオライトで封入した。オリン

パス定量顕微鏡 BHQを用い， 560nmの波長の光を

照射して相対 DNA量を測定した。その値は照射する

光のスポットの面積とその吸光度の積で表わされる。
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四分胞子および放出四分胞子母細胞の発芽体の体部，

仮根，直立苗の核の測定に用いたスポットの径は4μm

で，四分胞子体の皮層細胞 (corticalcell) と髄層細

胞(medullarycell)の核の場合は5μm，柄細胞 (stalk

cell)の場合は 6μmであった。四分胞子と放出四分

胞子母細胞は前報(大森・橋田 1984) により， その

大きさによって区別した。

結 果

まず，エゾヤハズの核を良好にフオイルゲン染色す

るための加水分解時間と染色時間を決定した。SCHIFF

試薬による染色時聞は90分間と一定にして， 60.Cの

lN HClに 5，10， 15， 20， 25， 30， 40分間浸す7通

りの加水分解を行った。それぞれの場合につき四分胞

子体の髄層細胞の核の吸光度を20個測定した。その結

果が Fig.1に示されている。 5-15分の加水分解時

聞が最適で20分以上では加水分解時聞が長くなるほど

染色は弱くなり吸光度は低下していった。

次に 1N HCI 60.Cで15分間の加水分解を行った後，

SCHIFF試薬で染色する時聞を 15，30， 60， 120， 180 

分間の5通り行い，最適の染色時聞を決定した。それ

ぞれ20個の髄層細胞の核についてその吸光度を測定し

た (Fig.2)。吸光度が最大となるのは120分間 SCHIFF

の試薬に浸した場合で，それ以上染色時聞をのばして

も効果はみられなかった。

エゾヤハズの四分胞子体を 1N HC160.Cで5分間

加水分解し， SCHIFFの試薬に 120分間浸して染色し
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Fig. 1. The effect of hydrolysis time in 1 N 
HCl at 60.C on the absorbance of mesurable dye 
bound by nuclei of medullary cell. The points 
are mean:1:S‘D. of absorbance. 
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Fig. 2. The effect of staining time in Schi妊's
reagent on the absorbance of mesurable dye bound 

by nuclei of medullary cell. The points are 
mean:1:S. D. of absorbance. 

た (Fig.3a)。皮層，髄層および柄細胞のそれぞれ50

個の核について，核当りのDNA量を測定した。 DNA

量はそれぞれ 0.7-1.4，0.6-1.4， 0.7-1.5を示し，

その平均値および標準偏差はそれぞれ 0.946:1:0.157，

1. 05:1:0. 215， 1.15:1:0.221であった (Fig.4a-c)。

次にエゾヤハズの四分胞子の発芽体を四分胞子体と

同じ条件で染色し (Fig.3b)，体部，仮狼および直立

苗の細胞のそれぞれ50個の核について，核当りのDNA

量を測定した。 DNA量はそれぞれ 0.3-0.7，0.3-

0.7， 0.3-0.8を示し，その平均値はそれぞれ 0.462

:1:0.112，0.492:1:0.105， 0.560:1:0.143であった (Fig.

4d-f)。これらは四分胞子体の核の DNA量の約半分

となっている。

四分胞子母細胞が未成熟なままで放出され発芽する

ことがある。この放出四分胞子母細胞の発芽体につい

ても同様に染色し，その体部，仮根，直立苗について

それぞれ 21，28， 15個の核の DNA量を測定した。

その平均値はそれぞれ 0.552:1:0.103，0.443:1:0.132， 

0.620:1:0.201であった (Fig.4g-i)。直立商の細胞は

分裂頻度が高く，また測定数が少ないために値が少し

高くなったと考えられる。この事を考慮すると，放出

四分胞子母細胞の発芽体の核の DNA量は四分胞子の

発芽体の DNA量とほぼ同じである。

考 察

海藻の核相を調べるさい，分裂像がとらえにくく染

色体が小さいことがかなり障害となっているが，近年

海藻の細胞の核をフオイルゲン染色し，その吸光度を
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Fig. 3. Photomicrograph of a tetrasporophyte (a) and a tetraspore g巴rmling(10.day-old) 

(b) of Dictyopteris divaricata stained by the Feulgen technique. Arrow shows the nucleus. 

a， b x200. 

測定することにより核当りの DNAiu:を知り，級相を

明らかにした研究報告が見られるようになった。 1972

~ I三 HURDELß R I NK and SCHWANTESが紅務カワモズ

タ属の生活史の研究に顕微分光訓Ij光法が有用であるこ

とを示したのに続いて IくOOP(1975)が緑務 Aceta-

bularia mediteγraneaで， BREE~'IAN (1979)が紅務

Acrosymphyton purpuriferumで、，NELSON and COLE 

(1981)が褐藻 Analipusjaponicllsで，大森 ・船木

(1982)が褐藻ウミトラノオでフォイノレゲン顕微測光

法により該相を明らかにしている。

本実験からエゾヤハズの四分胞子と放出四分胞子IJJ:

細胞の発芽体の細胞の伎に含まれる DNAi止は四分JJ包

子体の1文庖，!槌庖および柄細胞の伎に合まれる DNA

fii:の約半分であることが明らかとなった。従って，エ

ゾヤハズの四分胞子と放出四分胞子母刺|胞の発茅体の

核相はどちらも nであり，四分JJ包子体の|茨相は 2nと

考えられる。

鍛 (1958)は北海道忍路湾産エゾヤハズの四分j胞子

裂の第 l回依分裂は正常な減数分裂であると報告して

おり，熊谷 ・猪野 (1966)は瀬戸内海産のエゾヤハズ

でも四分胞子の形成のさいに正常な減数分裂が行われ

ていることを報告している。これらの報告と，本研究

の結果とはよく一致している。

また放出四分11包子母細胞の発芽体の抜の DNAiilは

四分JJ包子の発芽体と同じであり， 凶分胞子体の伎の

DNA :11の半分であったことから，放U:¥された四分JJ包

子母調11胞も放I~:l後，発生の途中で減数分裂を行い，その

発芽体は haploidとなっているこ とが明らかとなった。

従ってエゾヤハズでは放出四分胞子母細胞の発芽体が

2n の四分JJ包子体に ~t一長していく と は考えられなし、。

四分JJ包子および放出四分JJ包子ほ細胞の発芽体はどちら

も染色体数が半数である配f肉体に生長していくものと

思われる。 l時田 ・正i丘・薮 (1953)はエゾヤハズの叡

様糸の上に，ガJ体が形成される事実を発見している。

瀬戸内海で海中に生育している藻体には四分胞子体が

圧倒的に多いのは，根様糸から新しい個体を生ずると

いう栄養繁殖を感んに行っているためと考えられる。
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